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＜＜内容紹介＞＞ 

 本書はゲームインフラエンジニア向けに特化した Google Cloud Platform の解説書です。AWS中心のイン

フラ構築からマルチクラウドへとニーズが変化していく中で、ゲーム業界でも Google社のクラウドサービス

Google Cloud Platformの利用が進みつつあります。本書ではコンソール系、アーケード系、モバイル系など

それぞれの分野で必要な情報を横断的にまとめ、Google Cloud Platformの全体的な紹介から事例までをわ

かりやすく解説します。 
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